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日本医学健康管理評価協議会

国民のための生涯保健事業の体系化に向けた
                                               共同宣言を公表

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
を
示
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

会
見
の
冒
頭
あ
い
さ
つ
し

た
横
倉
会
長
は
、「
日
医
は
、

か
ね
て
よ
り
、
国
民
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
実
施

さ
れ
て
い
る
健
診
デ
ー
タ
等

を
、
信
頼
で
き
る
Ｉ
Ｄ
番
号

を
活
用
し
、
厳
格
な
個
人
情

報
保
護
を
前
提
と
し
て
一
元

的
に
管
理
し
、
国
民
個
々
人

の
健
康
増
進
や
健
康
管
理
に

活
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

訴
え
て
き
た
」
と
述
べ
、
今

後
も
、
健
診
関
係
団
体
と
共

に
、
国
民
の
た
め
の
生
涯
保

健
事
業
の
体
系
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
し
た
他
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
国
や
地

方
自
治
体
、
医
療
保
険
者
な

ど
に
対
し
て
も
理
解
と
支
援

を
求
め
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。堺

常
雄
日
本
病
院
会
長

は
、
「
行
政
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
健
康
関
連
の
デ
ー
タ

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
民
主
体
の
管
理

に
は
な
っ
て
い
な
い
の

が
非
常
に
残
念
」
と
し

た
上
で
、
最
近
は
、
保

健
、
医
療
、
在
宅
介
護

等
の
一
連
の
健
康
管
理

が
重
要
に
な
っ
て
い
る

が
、
「
健
診
だ
け
で
な

く
在
宅
介
護
の
デ
ー
タ

管
理
、
共
有
化
が
な
か

な
か
で
き
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
の
で
、
そ
れ

も
含
め
て
我
々
が
提
言

し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
健
診
関
係
の
業
種
が
集

ま
っ
て
共
同
宣
言
を
す
る
の

は
意
義
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

西
澤
寛
俊
全
日
本
病
院
協

会
長
は
、
「
健
診
を
行
っ
て

い
る
事
業
所
ご
と
に
デ
ー
タ

処
理
が
違
う
こ
と
は
利
用
者

に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
各
事
業
所
の
デ

ー
タ
が
横
断
的
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
は
利
用
者
か
ら
見
て

も
望
ま
し
い
こ

と
で
あ
り
、
Ｉ

Ｔ
化
の
世
の
中

で
、
関
係
団
体

と
協
力
し
な
が

ら
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
」

と
し
た
。

健
診
の
あ
り

方
に
関
す
る
国

の
審
議
会
で
の

議
論
に
も
参
画

し
て
い
る
今
村

聡
副
会
長
は
、

「
健
診
デ
ー
タ

を
個
人
で
一
元

的
に
管
理
で
き

る
仕
組
み
を
既

「
日
本
医
学
健
康
管
理
評

価
協
議
会
」
は
、
国
民
の
生

涯
に
わ
た
る
健
康
維
持
や
生

活
習
慣
病
予
防
に
必
要
な
質

の
高
い
保
健
事
業
の
継
続
的

な
提
供
の
た
め
、
健
（
検
）

診
事
業
に
お
け
る
質
の
評
価

と
向
上
を
図
る
た
め
の
対
策

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
日
医
を
始
め
と
し
た

健
診
に
関
連
す
る
10
の
団
体

に
よ
り
、
平
成
22
年
に
設
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
本
協
議
会
が
取
り

ま
と
め
、
公
表
し
た
共
同
宣

言
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、

乳
幼
児
か
ら
老
年
期
に
至
る

ま
で
行
わ
れ
て
い
る
健
診
結

果
の
デ
ー
タ
を
一
元
管
理
す

る
と
と
も
に
、
国
民
に
対
し

て
質
の
高
い
保
健
事
業
を
継

続
的
に
提
供
す
る
「
生
涯
保

健
事
業
の
体
系
化
」
を
実
現

す
る
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
健
診
実
施
機
関
が
有
す

る
健
診
デ
ー
タ
仕
様
の
標
準

化
を
目
指
し
て
、
各
団
体
が

　横倉義武会長は10月12日、「日本医学健康管理評価協議会」の構成団体の代
表者らと共に記者会見を行い、同協議会が取りまとめた国民のための生涯保健
事業の体系化に向けた共同宣言（左掲）を公表。体系化に向けた取り組みを推
進していくとの考えを示すとともに、国や地方自治体、医療保険者などに対し
て、理解と支援を求めた。

日本医学健康管理評価協議会構成団体 
共同宣言

　わが国においては、乳幼児から老年期に至るまで
諸種の健診※を中心とした保健事業が展開されてい
るが、それぞれ実施主体や所管官庁・部局等が異な
るために、そのデータが一元的に管理されていない。
　このため、国民自身の乳幼児期から、学童期、成
年期、壮年期、老年期に至る健康情報が経年的、か
つ、十分に活用できていない。
　今後、個人情報の厳格な管理を前提として、国民
の生涯を通じた健康情報が一元管理され、一次予防
から三次予防までの保健事業が国民のライフサイク
ルに応じた「生涯保健事業」として的確に実施され
なければならない。
　そこで、国民に対して質の高い保健事業を継続的
に提供するため、健診に関わるさまざまな課題の解
決を図る目的で、健診関係団体により設立された日
本医学健康管理評価協議会は、「生涯保健事業」の
体系化に向けて、次のことを宣言する。

１．�国民の生涯を通じた健康情報の一元管理を目指
して、健診実施機関等が有する健診データ仕様
の標準化を図ること。

２．�医療機関、健診実施機関、健診関係団体等が取
り組む国民の生涯を通じた健康増進や健康管理
に関わる事業活動に資する、健診のデータベー
ス構築に協力して取り組むこと。

３．�健診データにおける仕様の標準化のために策定
された「健診標準フォーマット」の普及を目的
とした、仕様の更新や改善の検討について協力
して取り組むこと。

以上
※�「健診」には、健康診査や健康診断と共に検査診断も含んで
いる。協議会においては、妊婦健診、乳幼児健診、学校児童
生徒健診、労働安全衛生法に基づく定期健診等、特定健診、
後期高齢者健診、がん検診、人間ドック健診等を検討の対象
としている。

日本医学健康管理評価協議会 構成団体
公益社団法人 日本医師会
公益社団法人 全国労働衛生団体連合会
公益社団法人 全日本病院協会
公益社団法人 日本人間ドック学会
公益財団法人 予防医学事業中央会
公益財団法人 結核予防会
公益財団法人 日本対がん協会
一般社団法人 日本病院会
一般社団法人 日本総合健診医学会
一般社団法人 健康評価施設査定機構

（平成28年10月12日現在）

に
日
医
で
構
築
し
て
い
る
こ

と
は
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
。

「
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
じ
て
、
そ
の
活
用
を
国

に
対
し
て
求
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

具
体
的
な
検
討
は 

           

三
つ
の
Ｗ
Ｇ
で

続
い
て
、
羽
鳥
裕
常
任
理

事
が
、
共
同
宣
言
に
至
る
経

緯
と
健
診
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
。

日
医
が
、
平
成
29
年
度
予
算

の
概
算
要
求
の
中
で
、
健
診

実
施
機
関
の
シ
ス
テ
ム
変
更

に
対
す
る
費
用
の
補
助
や
健

診
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
運

用
へ
の
財
政
支
援
を
要
望
し

た
こ
と
に
言
及
し
た
上
で
、

健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果

デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
仕
様

の
統
一
を
行
う
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
本
医
学
健
康

管
理
評
価
協
議
会
と
し
て
、

健
診
デ
ー
タ
の
標
準
化
を
目

指
し
、
組
織
・
団
体
間
の
連

携
が
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

構
築
を
目
指
し
て
い
る
と
し

た
。ま

た
、
同
常
任
理
事
は
、

健
診
標
準
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

つ
い
て
解
説
し
た
上
で
、
本

協
議
会
が
設
置
し
た
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ
Ｇ
）
で

は
、
三
つ
の
共
同
宣
言
の
実

現
の
た
め
、
具
体
的
な
検
討

事
項
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
と
し
、
「
共
同

宣
言
１
」
の
デ
ー
タ
の
標
準

化
に
つ
い
て
は
、
品
質
保
証

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
、「
共

同
宣
言
３
」
の
健
診
標
準
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
の
普
及
に
関
し

て
は
、
健
診
機
関
に
与
え
ら

れ
る
べ
き
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

更
に
、
医
療
等
Ｉ
Ｄ
に
よ

る
情
報
管
理
の
仕
組
み
と
連

動
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
健

康
管
理
を
支
援
す
る
仕
組
み

の
例
を
紹
介
し
、
「
国
民
の

た
め
の
生
涯
保
健
事
業
の
体

系
化
の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
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「
女
性
医
師
バ
ン
ク
」
は
、

厚
生
労
働
省
「
女
性
医
師
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
（
旧
：

医
師
再
就
業
支
援
事
業
）
と

し
て
の
委
託
を
受
け
、
今
後

急
増
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ

る
女
性
医
師
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
た
就
労
を
支
援

し
、
医
師
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
日
医
が

平
成
19
年
１
月
30
日
よ
り
開

始
し
た
職
業
紹
介
事
業
（
厚

生
労
働
大
臣
許
可　

13
─

ユ
─

３
０
１
８
１
０
）
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
登
録
件
数

は
、
求
人
が

１
０
５
７
件

（
延
べ
５
１

７

６

件
）
、

求
職
が
２
０

１
名
（
延
べ

７
９
０
名
）
、

就
業
及
び
再

研
修
決
定
４

８
２
件
（
平

成
28
年
９
月

30
日
現
在
）

と
、
順
調
な

運
営
を
続
け

て

き

ま

し

た
。し

か
し
、

先
般
、
総
務

省
の
行
政
評

価

が

行

わ

れ
、
「
女

性

医

師

バ

ン

ク
」
に
つ
い

て
、
「
初

期

の
目
的
を
達

し
て
い
な
い

日本医師会女性医師バンク
中央センター

東日本センター

求職者の就業希望地域等に
より東西に振り分け

求職者情報 求人者情報

アドバイザー

相談窓口
機　能

助　言

相　談

専任コーディネーター

職業紹介
機　能

対応は、東日本
センターと同様

西日本センター

求職者

相談
対応

就業
斡旋

連絡調整
・紹介

面　談

求人施設

求
職
者
の
紹
介

都道府県医師会
女性医師部会等

求
職
登
録

求
人
登
録

求
人
施
設
の
紹
介

都道府県医師会
女性医師部会等

就業成立

者
の
就
業
希
望
地
域
を
踏
ま

え
て
東
西
の
セ
ン
タ
ー
に
振

り
分
け
、
新
た
に
配
置
し
た

専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

求
職
者
へ
の
就
業
あ
っ
せ

ん
、
求
人
施
設
と
の
連
絡
や

調
整
、
紹
介
を
行
い
、
就
業

成
立
へ
の
対
応
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
（
図
参
照
）。

こ
の
専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
日
医
の
職
員
と
し

て
、
常
勤
１
名
、
非
常
勤
１

名
の
合
計
２
名
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
２

名
は
医
師
の
資

格
を
持
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、

求
職
者
か
ら
の

医
療
や
医
学
に

関
す
る
相
談
対
応
、
専
任
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
指

導
、
助
言
等
を
行
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
頂

い
て
い
た
医
師
の
中
か
ら
地

域
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮

し
、
数
名
の
先
生
方
に
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
て
頂

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
女
性
医
師
バ
ン
ク
」
の

果
た
す
役
割
は
、
組
織
強
化

と
い
う
意
味
か
ら
も
非
常
に

の
で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘

が
厚
労
省
に
対
し
て
な
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
日
医
で

も
民
間
業
者
の
手
法
等
を
参

考
と
し
な
が
ら
検
討
を
重

ね
、
今
回
、
体
制
の
変
更
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
９
月
23
日
に
開
催

さ
れ
た
女
性
医
師
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
運
営
委
員
会
に
お

い
て
承
認
を
得
た
後
、
27
日

に
開
催
さ
れ
た
平
成
28
年
度

第
18
回
常
任
理
事
会
に
お
い

て
了
承
さ
れ
た
も
の
で
す
。

専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
新
た
に
２
名
配
置

今
回
の
変
更
内
容
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
す
。

「
女
性
医
師
バ
ン
ク
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
16
名
の
現
役

の
医
師
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
。
求
職
者
よ
り
登
録
が
あ

り
ま
す
と
、
そ
の
16
名
の
中

か
ら
選
任
し
た
統
括
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
求
職
者
の

就
業
希
望
地
域
や
診
療
科
を

踏
ま
え
て
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
振
り
分
け
、
求
職
者

の
相
談
や
求
人
施
設
と
の
連

絡
調
整
及
び
紹
介
を
行
う
な

ど
、
就
業
成
立
に
向
け
た
対

応
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
新
体
制

で
は
、
登
録
の
あ
っ
た
求
職

事
業
の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
目
指
し

       

女
性
医
師
バ
ン
ク
の
体
制
を
変
更

今
村
常
任
理
事
に
聞
く

羽
鳥
裕
常
任
理
事
は
、
欧

米
諸
国
の
倫
理
指
針
な
ど
を

参
照
し
、
全
医
師
の
医
療
の

実
践
に
当
た
っ
て
の
規
範
と

な
る
具
体
的
な
医
師
の
行
動

指
針
と
し
て
平
成
16
年
に
作

成
し
た
、
『
医
師
の
職
業
倫

理
指
針
』
の
第
３
版
を
刊
行

し
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

同
指
針
は
、
わ
が
国
の
医

師
に
と
っ
て
重
要
と
思
わ
れ

る
数
十
項
目
の

職
業
倫
理
上
の

課
題
を
取
り
上

げ
、
妥
当
と
思

わ
れ
る
倫
理
的

見
解
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

■■■■■■■■
『
医
師
の
職
業
倫
理
指
針
』

（
第
３
版
）を
刊
行

10
月
12
日

平
成
20
年
に
改
訂
版
を
刊
行

し
て
い
る
が
、
こ
の
度
、
会

内
の
「
会
員
の
倫
理
・
資
質

向
上
委
員
会
」
（
委
員
長
：

森
岡
恭
彦
日
赤
医
療
セ
ン
タ

ー
名
誉
院
長
・
日
医
参
与
）

で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
８
年

ぶ
り
に
改
訂
を
行
っ
た
。

同
指
針
の
内
容
は
、
「
医

師
の
基
本
的
責
務
」か
ら「
人

を
対
象
と
す
る
研
究
」ま
で
、

大
き
く
９
つ
の
項
目
に
分
か

れ
て
お
り
、
平
成
20
年
の
改

訂
版
と
比
べ
、
現
在
関
心
を

集
め
て
い
る
、
「
遺
伝
子
を

め
ぐ
る
課
題
」
を
新
た
な
項

目
と
し
て
追
加
し
た
他
、
改

正
個
人
情
報
保
護
法
や
医
療

事
故
調
査
制
度
関
係
の
記
載

の
追
加
等
、
全
般
的
な
見
直

し
を
行
っ
た
。

会
見
で
は
、
同
常
任
理
事

か
ら
、今
回
の
改
訂
に
際
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
で

意
見
を
寄
せ
て
頂
い
た
方
々

に
対
し
て
謝
意
が
示
さ
れ

た
。な

お
、
同
指
針
は
『
日
医

雑
誌
』
10
月
号
に
同
梱
し
て

会
員
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

日
医
Ｌ
ｉ
ｂ
（
共
に
会
員
以

外
の
医
師
や
一
般
の
方
も
、

閲
覧
及
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
能
）
に
掲
載
す
る
。
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重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
本
事
業
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。今

後
も
、
少
し
で
も
先
生

方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
事
業

の
運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す

の
で
、
更
な
る
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　日医会員は4月より取得時
の発行手数料が無料になった
他、年間利用料も廃止されま
した。
　発行を希望される方は、下記
のホームページをご覧下さい。

※SAMPLE※

日本医師会電子認証センター
http://www.jmaca.med.or.jp　E-mail  toiawase@jmaca.med.or.jp

を持ちましょう
「医師資格証」

　

日
医
で
は
本
年
10
月
１
日
よ
り
、日
本
医
師
会
女
性
医
師
バ
ン
ク（
以

下
「
女
性
医
師
バ
ン
ク
」）
事
業
の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
目
指
し
て
、

就
業
支
援
体
制
の
変
更
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
今
号
で
は
、
担
当
の
今
村

定
臣
常
任
理
事
に
、そ
の
変
更
内
容
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。
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日
医
等
か
ら
の
運
営
資
金
借
り
入
れ
を
了
承

│
日
本
専
門
医
機
構
│ 

〔
報
告
・
今
村
（
聡
）・
松
原
両
副
会
長
、
羽
鳥
常
任

理
事
〕

現
行
制
度
の
再
延
長
が
第
一
選
択
肢
と 

改
め
て
主
張

│
社
会
保
障
審
議
会
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る

特
別
部
会
│ 

（
報
告
・
鈴
木
常
任
理
事
）

働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
の
設
置
に
異
議

│
医
療
従
事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会
医
師
需
給
分

科
会
│ 

〔
報
告
・
今
村
（
聡
）
副
会
長
、
羽
鳥
常
任
理
事
〕

薬
価
算
定
方
式
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
要
求

│
中
医
協
│ 

〔
報
告
・
中
川
・
松
原
両
副
会
長
、
松
本
（
純
）
常

任
理
事
〕

（
理
事
会
速
報
よ
り
）

審
議
会
報
告

　

日
医
役
員
が
出
席
し
た
主
な
外
部
審
議
会
（
９
月
28

日
〜
10
月
６
日
開
催
）
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

使
用
促
進
策
の
影
響
及
び
実

施
状
況
調
査
」
に
加
え
て
、

「
夜
間
の
看
護
要
員
配
置
に

お
け
る
要
件
等
の
見
直
し
の

影
響
及
び
医
療
従
事
者
の
負

担
軽
減
に
も
資
す
る
チ
ー
ム

医
療
の
実
施
状
況
調
査
」「
か

か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け

歯
科
医
に
関
す
る
評
価
等
の

影
響
及
び
紹
介
状
な
し
の
大

病
院
受
診
時
の
定
額
負
担
の

導
入
の
実
施
状
況
調
査
」「
重

症
度
や
居
住
形

態
に
応
じ
た
評

価
の
影
響
調
査

等
を
含
む
在
宅

医
療
・
訪
問
看

護
の
実
施
状
況

調
査
」「
精
神
疾

患
患
者
の
地
域

移
行
・
地
域
生

活
支
援
の
推
進

や
適
切
な
向
精

神
薬
の
使
用
の

推
進
等
を
含
む

精
神
医
療
の
実

施
状
況
調
査
」

の
５
調
査
を
若

干
の
修
正
を
加

え
た
後
、
実
施

す
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
た
。

ま

た
、
「
新

た
に
向
精
神
薬

に
指
定
さ
れ
る
内
服
薬
の
投

薬
期
間
」
に
関
し
て
は
、
向

精
神
薬
２
剤
の
投
薬
期
間
の

上
限
を
30
日
と
す
る
こ
と
、

並
び
に
次
回
の
改
定
に
資
す

る
た
め
に
実
施
す
る
「
第
21

回
医
療
経
済
実
態
調
査
」
に

つ
い
て
は
、
10
月
よ
り
調
査

実
施
小
委
員
会
を
開
催
す
る

等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
が
示

さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

「
最
近
の
医
療
費
の
動
向

に
つ
い
て
」
で
は
、
厚
労
省

事
務
局
よ
り
「
平
成
27
年
度　

医
療
費
の
動
向
」
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
。

中
川
俊
男
副
会
長
は
、
厚

労
省
事
務
局
に
対
し
、
高
額

の
Ｃ
型
肝
炎
治
療
薬
の
売
上

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
質

問
し
、
「
ピ
ー
ク
は
既
に
過

ぎ
た
」
と
の
回
答
を
得
た
。

ま
た
、
後
発
医
薬
品
の
売

上
規
模
に
対
す
る
使
用
促
進

の
た
め
の
調
剤
報
酬
の
加
算

額
の
大
き
さ
に
疑
義
を
示
す

と
と
も
に
、
「
医
療
費
の
伸

び
の
大
半
は
薬
剤
費
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
中
医
協
で
議
論

す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

10
月
５
日
の
薬
価
専
門
部

会
の
議
題
は
、
「
高
額
な
薬

剤
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
で

あ
り
、
関
係
業
界
か
ら
の
意

見
聴
取
や
そ
の
後
の
審
議
を

踏
ま
え
、
厚
労
省
事
務
局
よ

り
示
さ
れ
た
「
今
後
の
検
討

の
方
向
性
（
案
）
」
に
つ
い

て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

松
原
謙
二
副
会
長
は
、
議

論
の
中
で
、
「
誰
か
ら
見
て

も
公
正
に
見
え
る
や
り
方
を

す
べ
き
」
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
は

他
の
癌
腫
に
も
効
く
薬
で
あ

り
、
薬
価
が
安
く
な
れ
ば
多

く
の
国
民
が
恩
恵
を
受
け

る
」
と
指
摘
し
た
。

一
方
、
支
払
側
委
員
か
ら

は
、
「
企
業
の
自
主
公
表
額

の
算
定
根
拠
を
明
確
に
し
、

公
平
性
・
透
明
性
を
ど
う
担

保
す
る
か
が
必
要
」
「
次
回

薬
価
改
定
の
た
め
に
実
施
さ

れ
る
薬
価
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
何
ら
か
の
調
整
を
行

う
ル
ー
ル
を
今
か
ら
決
め
て

お
く
べ
き
」
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

中
川
副
会
長
は
、
高
額
薬

剤
の
薬
価
に
つ
い
て
、
「
オ

プ
ジ
ー
ボ
や
そ
の
類
薬
の
キ

イ
ト
ル
ー
ダ
は
、
多
く
の
癌

腫
で
承
認
申
請
ま
た
は
治
験

中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
追
加

さ
れ
た
場
合
、
今
回
の
緊
急

的
な
対
応
で
は
持
た
な
い
の

で
は
な
い
か
。
薬
価
算
定
方

式
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と

が
国
民
に
対
す
る
中
医
協
の

責
務
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、

厚
労
省
事
務
局
の
ス
ピ
ー
ド

感
の
欠
如
を
批
判
。
加
え
て
、

以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
薬
事
・
食

品
衛
生
審
議
会
に
お
け
る
議

論
の
仕
組
み
が
見
直
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
関
し
て
も
疑

義
を
示
し
た
。

「
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に

関
す
る
主
な
論
点
」
が
示
さ

れ
、
議
論
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
、
介
護
療
養

型
医
療
施
設
及
び
医
療
療
養

病
床
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

日
医
で
は
、
本
特
別
部
会
の

前
身
で
あ
る
「
療
養
病
床
の

在
り
方
等
に
関
す
る
検
討

会
」
よ
り
一
貫
し
て
、
現
行

制
度
の
再
延
長
を
第
一
選
択

肢
と
し
て
検
討
す
べ
き
と
主

張
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

説
明
し
た
。

本
特
別
部
会
で
提
案
さ
れ

て
い
る
受
け
皿
と
な
る
新
た

な
類
型
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
「
今
後
の
適
切
な
移
行

先
と
な
り
得
る
選
択
肢
の
拡

大
は
必
要
で
あ
り
、
新
類
型

が
魅
力
あ
る
移
行
先
と
し
て

で
き
る
だ
け
使
い
や
す
い
も

の
と
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
述

べ
た
他
、
新
類
型
創
設
時
の

日医 年金・税制課            03─3942─6487（直） （平日 9 時半～ 17 時）

お問い合わせ・資料請求等

　医師年金は、日本医師会が運営する
医師専用の私的年金です。
　日医会員で満 64 歳 6カ月未満の方
が加入できます（申し込みは64 歳 3カ
月までにお願いします） 。

ホームページを参考に、加入をご検討
下さい。

医師年金 検  索 http://www.med.or.jp/nenkin/

医師年金日本医師会

ご加入時の受取年金額のシミュレーションが可能です
＜トップページ→シミュレーション＞

年金専門誌「年金情報」で管理運用体制が高く評価されました
＜トップページ→お知らせ＞

医
療
従
事
者
の
需
給
に
関

す
る
検
討
会
第
８
回
医
師
需

給
分
科
会
が
10
月
６
日
、
厚

生
労
働
省
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
議
題
は
、
（
１
）

医
師
偏
在
対
策
に
つ
い
て
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
（
２
）
医
師

偏
在
対
策
、
（
３
）
新
た
な

医
療
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た

医
師
・
看
護
師
等
の
働
き
方

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
開
催
の
報

告

─
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。（

１
）
で
は
、
吉
村
博
邦

日
本
専
門
医
機
構
理
事
長
、

尾
身
茂
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
理
事
長
、
鎌
村
義
孝
徳

島
県
保
健
福
祉
部
次
長
よ
り

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

（
３
）
に
関
し
て
は
、
各

委
員
に
も
知
ら
さ
れ
ず
に
設

け
ら
れ
た
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
会
が
、
本
委
員
会
の
上

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の

意
見
を
踏
ま
え
て
各
分
科
会

で
議
論
す
る
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
、
強
く
異
議

を
唱
え
た
。

第
３
回
社
会
保
障
審
議
会

療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関

す
る
特
別
部
会
が
10
月
５

日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
議
題
は
、
「
療
養

病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る

検
討
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、

厚
生
労
働
省
事
務
局
よ
り

日
本
専
門
医
機
構
の
各
種

委
員
会
（
第
１
回
専
門
医
認

定
・
更
新
部
門
委
員
会
、
基

本
領
域
連
携
委
員
会
打
ち
合

わ
せ
会
、
第
１
回
財
務
委
員

会
、
第
２
回
専
門
医
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
地
域
医
療
に
か

か
わ
る
新
た
な
検
討
委
員

会
）
が
10
月
３
日
及
び
５
日

に
、
第
６
回
理
事
会
が
５
日

に
、
都
内
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
た
。

理
事
会
の
議
事
次
第
は
、

（
１
）
第
５
回
理
事
会
（
９

月
７
日
開
催
）
議
事
録
（
未

定
稿
）
の
確
認
、（
２
）
協
議

事
項
、（
３
）
報
告
事
項
、（
４
）

そ
の
他

─
で
あ
っ
た
。

（
２
）
で
は
、
社
員
か
ら

の
運
営
資
金
借
り
入
れ
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
、
財
務
委

員
会
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
日
医
等
か
ら
総
額
１
億

５
千
万
円
を
借
り
入
れ
る
こ

と
を
了
承
し
た
。

そ
の
他
、
３
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
１
回
専
門
医
認

定
・
更
新
部
門
委
員
会
」
の

協
議
結
果
に
つ
い
て
も
議
論

を
行
い
、
専
門
医
更
新
認
定

料
を
１
万
８
０
０
円
と
す
る

方
向
が
示
さ
れ
た
。

中
医
協
総
会
が
９
月
28
日

に
、
薬
価
専
門
部
会
が
10
月

５
日
に
、
厚
生
労
働
省
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

９
月
28
日
の
総
会
で
は
、

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
診

療
報
酬
改
定
結
果
検
証
部
会

か
ら
の
報
告
に
基
づ
き
議
論

が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
結
果
検
証
に

係
る
特
別
調
査
と
し
て
、
毎

年
調
査
の
「
後
発
医
薬
品
の

転
換
に
当
た
っ
て
の
経
過
措

置
に
つ
い
て
は
、
「
現
場
の

混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

十
分
な
経
過
措
置
と
し
て
の

再
延
長
が
必
要
で
あ
る
」
と

し
た
。

ま
た
、
「
療
養
病
床
か
ら

の
転
換
を
最
優
先
す
る
べ
き

で
あ
る
」
と
発
言
す
る
と
と

も
に
、
「
移
行
し
た
い
事
業

者
が
全
て
円
滑
に
移
行
で
き

る
よ
う
に
介
護
保
険
事
業
計

画
で
の
配
慮
が
必
要
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。



日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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41
・
５
兆
円
と

前
年
度
よ
り

１
・
５
兆
円
増

加
し
て
お
り
、

そ
の
伸
び
は
Ｃ

型
肝
炎
治
療
薬

な
ど
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
の
薬
剤
料
の
増
加
に
よ

る
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
解

説
し
、
社
会
保
障
の
財
源
確

保
が
難
航
す
る
中
、
市
場
規

模
が
極
め
て
大
き
い
高
額
な

新
薬
の
薬
価
収
載
が
続
い
て

い
る
こ
と
を
懸
念
。
高
額
な

新
薬
に
対
し
て
は
、
①
治
癒

を
目
指
す
薬
剤
（
ソ
バ
ル
デ

ィ
、
ハ
ー
ボ
ニ
ー
）
は
患
者

の
生
涯
医
療
費
と
の
比
較
で

考
え
る
②
生
活
習
慣
病
治
療

薬
（
レ
パ
ー
サ
）
は
従
来
型

治
療
で
効
果
の
少
な
い
症
例

に
限
る
③
延
命
を
図
る
薬
剤

（
オ
プ
ジ
ー
ボ
）
は
丁
寧
で

冷
静
な
議
論
を
す
る

─
こ

と
が
必
要
だ
と
の
認
識
を
示

し
、
「
患
者
が
、
支
払
い
能

力
の
差
に
よ
っ
て
受
け
る
医

療
、
使
う
薬
が
違
う
、
と
い

う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
厚

労
省
の
審
議
会
等
で
問
題
提

起
し
て
い
く
」と
強
調
し
た
。

２
日
間
の
参
加
者
は
、
延

べ
５
６
１
名
で
あ
っ
た
。

慢
性
疾
患
管
理
に
関
す
る

日
米
討
論
会
が
９
月
29
日
、

日
医
、
慢
性
疾
患
と
闘
う
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｆ
Ｃ

Ｄ
）
、
米
国
研
究
製
薬
工
業

協
会
（
Ｐ
ｈ
Ｒ
Ｍ
Ａ
）
の
共

催
に
よ
り
、
日
米
の
慢
性
疾

患
（
特
に
糖
尿
病
）
に
関
わ

い
さ
つ
し
た
横

倉

義

武

会

長

は
、「
わ

が

国

で
は
、
糖
尿
病

患
者
数
の
増
加

へ
の
対
応
が
課

題
と
な
っ
て
い

る
」
と
し
た
上

で
、
日
医
が
、

関
係
団
体
と
共

に
日
本
糖
尿
病

対
策
推
進
会
議

を
設
立
し
た

他
、
日

医
、
厚

生
労
働
省
、
日

本
糖
尿
病
対
策

推
進
会
議
の
三

者
に
お
い
て
、

「
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防

に
係
る
連
携
協

定
」
を
締
結
す

る
な
ど
、
糖
尿
病
対
策
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

更
に
、
昨
年
７
月
に
発
足

し
た
「
日
本
健
康
会
議
」
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
健
康

な
ま
ち
・
職
場
づ
く
り
宣
言

２
０
２
０
」
の
中
で
、
日
本

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
等
の

活
用
を
図
り
、
か
か
り
つ
け

医
ら
と
連
携
し
て
生
活
習
慣

病
の
重
症
化
予
防
に
取
り
組

む
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
も
言
及
し
、
本
討
論

会
の
成
果
に
期
待
を
寄
せ

た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

引
き
続
き
、
５
名
の
演
者

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

「
日
本
に
お
い
て
糖
尿
病
の

重
症
化
が
も
た
ら
す
人
的
・

経
済
的
負
担
の
実
情
」

東
善
博
厚
労
省
保
険
局
国

民
健
康
保
険
課
課
長
補
佐

は
、
人
工
透
析
に
係
る
医
療

費
が
年
間
総
額
約
１
・
４
兆

円
（
２
０
０
９
年
）
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
透
析
導
入
患

者
の
主
要
原
疾
患
の
う
ち
糖

尿
病
性
腎
症
の
み
が
大
き
く

増
え
て
い
る
こ
と
等
、
現
状

を
説
明
し
た
上
で
、
保
険
者

が
レ
セ
プ
ト
と
健
診
デ
ー
タ

を
最
大
限
に
活
用
し
、
生
活

習
慣
病
対
策
の
推
進
や
重
症

化
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
健
康
寿
命
を
延
伸
し
、

医
療
費
の
増
加
も
抑
制
で
き

る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

更
に
、
糖
尿
病
性
腎
症
重

症
化
予
防
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
る
自
治
体
の

事
例
を
紹
介
し
、
そ
う
し
た

取
り
組
み
を
全
国
的
に
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
し

て
、
国
レ
ベ
ル
で
も
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
と
し
た
。

「
慢
性
疾
患
と
闘
う
：
複
雑

な
健
康
危
機
を
解
決
す
る
共

通
ア
プ
ロ
ー
チ
」

ケ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ー
カ

慢性疾患管理に関する日米討論会

第
60
回
社
会
保
険
指
導
者

講
習
会
（
日
医
・
厚
生
労
働

省
共
催
）
が
、
「
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
の
す
べ
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
10
月
５
、
６
の
両
日
、

日
医
会
館
大
講
堂
で
開
催
さ

れ
た
。

羽
鳥
裕
常
任
理
事
の
司
会

で
開
会
。
冒
頭
、
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
横
倉
義
武
会
長

は
、
近
年
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
や
、
花
粉
、
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
な
ど
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ

ー
に
悩
む
人
が
増
加
し
て
い

る
状
況
に
触
れ
、
「
軽
微
な

も
の
か
ら
命
に
関
わ
る
重
篤

な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
軽
微
で
あ

っ
て
も
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
著
し
く
低
下

さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
国
民
に
と

っ
て
身
近
で
関

心
の
高
い
疾
患

の
一
つ
で
あ

る
。
迅
速
か
つ

正
確
な
診
療
を

行
う
こ
と
が
、

我
々
医
師
に
求

め
ら
れ
て
い

る
」
と
述
べ
、

本
講
習
会
の
活

用
を
求
め
た
。

ま
た
、
昨
年

閣
議
決
定
さ
れ

た
「
骨
太
の
方

針
２
０
１
５
」

に
お
い
て
、
平

成
30
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び

を
、
１
兆
５
千
億
円
程
度
に

抑
え
る
こ
と
を
目
安
と
す
る

方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と

や
、
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
が
２
年
半
延
期
さ
れ

た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
「
平

成
30
年
度
に
予
定
さ
れ
る
医

療
と
介
護
の
同
時
改
定
は
厳

し
い
財
源
の
中
で
行
わ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
国

民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
安
心
で
良
質
な
医
療
が

提
供
で
き
る
環
境
を
築
き
上

げ
ら
れ
る
よ
う
、
強
い
姿
勢

で
政
府
と
協
議
し
て
い
く
」

と
の
意
向
を
示
し
た
。

鈴
木
康
裕
厚
労
省
保
険
局

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
２

日
間
に
わ
た
っ
て
、
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
、
小
児
気

管
支
喘
息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
膚

疾
患
等
の
診
断
と
治
療
に
関

す
る
講
演
と
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。

２
日
目
の
午
後
に
行
わ
れ

た
厚
労
省
関
係
の
講
演
で

は
、
ま
ず
、
迫
井
正
深
厚
労

省
保
険
局
医
療
課
長
が
、「
社

会
保
障
を
巡
る
課
題
と
診
療

報
酬
で
の
対
応
」
と
題
し
て

講
演
を
行
っ
た
。

迫
井
課
長
は
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お

い
て
は
、
地
域
で
必
要
と
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
自
身

が
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
強
調
。
ま
た
、
入
院

時
か
ら
退
院
後
の
生
活
を
考

え
て
、
他
施
設
・
多
職
種
と

連
携
す
る
な
ど
、
個
々
の
病

院
医
療
の
枠
を
超
え
た
〝
生

活
視
点
〟
が
必
要
で
あ
り
、

平
成
28
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の
観
点

を
重
要
視
し
た
こ
と
を
説
明

し
た
。

続
い
て
、
神
田
裕
二
厚
労

省
医
政
局
長
が
、
「
『
地
域
医

療
構
想
』『
療
養
病
床
』
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

神
田
局
長
は
、
本
年
８
月

ま
で
に
、
約
４
割
に
当
た
る

19
都
府
県
（
計
１
２
８
構
想

区
域
）
で
地
域
医
療
構
想
の

策
定
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
。
構
想
区
域
の
設
定

は
い
ず
れ
も
２
次
医
療
圏
と

同
じ
で
あ
り
、
慢
性
期
の
推

計
に
お
い
て
は
、
97
構
想
区

域
（
76
％
）
が
、
療
養
病
床

の
入
院
需
要
率
の
地
域
差

を
、
全
国
最
大
値
（
高
知
）

か
ら
全
国
中
央
値
（
滋
賀
）

ま
で
低
下
す
る
割
合
を
利
用

し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
説
明

し
た
。

療
養
病
床
の
再
編
に
関
し

て
は
、
「
年
末
に
向
け
て
施

設
類
型
の
人
員
配
置
な
ど
具

体
的
な
議
論
を
進
め
る
が
、

平
成
29
年
の
通
常
国
会
に
法

案
を
提
出
し
、
診
療
報
酬
が

翌
年
の
医
療
・
介
護
の
同
時

改
定
で
決
ま
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
ら
す
る
と
、
転

換
に
お
い
て
は
現
実
的
な
経

過
措
置
が
必
要
だ
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

高
額
な
新
薬
に
対
す
る

三
つ
の
対
応
策
を
提
示 

　
　
　  

─
中
川
副
会
長

講
習
会
の
最
後
に
は
、
中

川
俊
男
副
会
長
が
、
「
高
額

な
薬
剤
へ
の
対
応
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

９
月
に
厚
労
省
が
公
表
し

た
概
算
医
療
費
は
、
総
額

「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
す
べ
て
」を

                                   

テ
ー
マ
に
開
催

第
60
回
社
会
保
険
指
導
者
講
習
会

る
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
集
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
、よ
り
良
い
治
療
、

疾
患
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題

や
そ
の
解
決
に
関
す
る
相
互

理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

ケ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
Ｐ

Ｆ
Ｃ
Ｄ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ヴ
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
あ

←



日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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富
山
県
医
師
会
で
は
、
平

成
26
年
度
の
「
第
69
回
富
山

県
医
学
会
」
か
ら
開
催
形
式

の
改
善
を
図
り
、
「
医
学
会
」

の
充
実
と
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

平
成
25
年
度
ま
で
の
「
富

山
県
医
学
会
」
は
、
県
医
師

「
富
山
県
医
学
会
」
の
充
実
と 

          

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

―
富
山
県
医
師
会
―

会
医
学
研
究
助
成
金
交
付
式

と
助
成
研
究
の
結
果
報
告
及

び
外
部
か
ら
の
講
師
を
招
い

た
特
別
講
演
と
い
う
内
容
で

開
催
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

決
し
て
活
発
な
活
動
と
は
言

え
ず
、
参
加
者
も
数
十
名
程

度
で
あ
っ
た
。

平
成
25
年

に
馬
瀬
大
助

会
長
が
就
任

さ
れ
、
こ
の

現
状
を
何
と

か
し
た
い
と

い
う
思
い
を

表
明
さ
れ
た

の
を
き
っ
か

け
に
「
富
山

県
医
学
会
」

の
活
性
化
、

充
実
に
向
け

て
の
取
り
組

み
を
開
始
し

た
。ま

ず
、「
医

学
会
」
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
大
阪
府
と
広
島
県

の
「
医
学
会
」
を
視
察
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。

両
府
県
の
「
医
学
会
」
を

参
考
に
し
て
、
単
な
る
学
術

発
表
の
場
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
会
員
は
も
ち
ろ
ん
富

山
県
医
療
関
係
者
の
交
流
・

親
睦
の
場
と
し
て
機
能
す
る

「
医
学
会
」
を
目
指
す
こ
と

と
し
た
。

実
際
の
活
動
は
、
勤
務
医

部
会
と
学
術
・
生
涯
教
育
委

員
会
と
が
協
同
で
立
案
・
計

画
し
、
運
営
に
当
た
っ
た
。

新
た
な「
富
山
県
医
学
会
」

の
第
１
回
目
は
、
「
平
成
26

年
度
（
第
69
回
）
富
山
県
医

学
会
」
と
し
て
、
平
成
27
年

３
月
15
日
に
富
山
県
医
師
会

館
を
会
場
に
開
催
し
た
。
北

陸
新
幹
線
が
開
業
し
た
翌
日

で
、
早
春
の
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
大
変
印
象
深
い
一
日
で

あ
っ
た
。

内
容
は
「
オ
ー
ル
富
山
地

域
医
療
・
病
診
連
携
」
と
題

し
た
口
演
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
自

由
演
題
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
、
企
業
共
催
の
ラ
ン
チ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
と
、
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
県
医
師
会
医

学
研
究
助
成
金
課
題
研
究
報

告
並
び
に
助
成
金
交
付
式
と

い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

演
題
数
は
口
演
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
９
題
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
28
題
で
、
参
加
者

数
は
１
７
９
名
で
あ
っ
た
。

発
表
者
の
職
種
は
、医
師
、

看
護
師
、
放
射
線
技
師
、
臨

床
検
査
技
師
、理
学
療
法
士
、

管
理
栄
養
士
、
医
学
生
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
通
常
の
学

術
集
会
で
は
経
験
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
発
表
内
容
に
は
非
常
に

新
鮮
な
面
白
さ
が
あ
っ
た
。

演
題
発
表
を
促
す
た
め
の

賞
を
設
け
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
演
題
の
中
か
ら
優

秀
演
題
９
題
を
選
ん
で
表
彰

し
た
。
運
営
方
法
を
模
索
し

な
が
ら
の
第
１
回
目
と
し
て

は
、
一
応
成
功
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
ら
れ
た
。

「
平
成
27
年
度
（
第
70
回
）

富
山
県
医
学
会
」は
、平
成
28

年
３
月
13
日
に
開
催
し
た
。

前
年
度
の
第
69
回
と
同
様

の
開
催
形
式
で
企
画
し
、
口

演
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
オ
ー
ル

富
山
地
域
連
携
・
病
病
連

携
・
病
診
連
携
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
演
題
募
集
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
口
演
に
19
題
、
ポ

ス
タ
ー
に
46
題
（
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
自
由
演
題
）

も
の
応
募
が
あ
り
、
主
催
者

側
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
う

れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

発
表
者
の
職
種
は
、
前
年

度
に
は
参
加
が
な
か
っ
た
薬

剤
師
、
社
会
福
祉
士
、
病
院

事
務
職
に
ま
で
広
が
り
、
ま

さ
に
富
山
県
の
医
療
関
係
者

全
体
に
「
医
学
会
」
が
認
知

さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
実

感
を
得
た
。

参
加
者
数
も
２
５
６
名
と

前
年
度
を
大
き
く
上
回
り
、

当
初
か
ら
の
目
的
で
あ
る

〝「
富
山
県
医
学
会
」
の
活
性

化
と
充
実
〟
は
徐
々
に
成
果

を
上
げ
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
う
。

以
上
、「
富
山
県
医
学
会
」

の
充
実
と
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

た
が
、
今
後
、
更
に
改
善
・

充
実
を
図
り
、
富
山
県
の
医

療
関
係
者
の
交
流
が
大
い
に

深
ま
り
、
富
山
県
の
医
学
界

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
「
医

学
会
」
と
な
る
よ
う
継
続
し

て
い
き
た
い
。

ー
氏
は
、
世
界
的
に
慢

性
の
非
感
染
性
疾
患
が
増
え

て
い
る
現
状
に
危
機
感
を
示

し
た
上
で
、
米
国
で
は
、
国

民
の
う
ち
２
９
１
０
万
人
が

糖
尿
病
、
８
６
０
０
万
人
が

糖
尿
病
予
備
群
で
、
糖
尿
病

と
診
断
さ
れ
た
人
の
医
療

費
、
職
業
や
賃
金
の
損
失
総

額
は
２
４
５
０
億
ド
ル
に
も

な
る
と
説
明
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
幸
い
な
こ

と
に
大
半
の
慢
性
疾
患
は
予

防
が
可
能
で
あ
る
と
指
摘
。

Ｐ
Ｆ
Ｃ
Ｄ
が
、
国
際
的
非
政

府
組
織
と
し
て
、
こ
の
問
題

に
関
し
て
影
響
力
を
有
す
る

比
類
な
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
多
く
の
国
で
医
療

を
改
善
す
る
た
め
に
活
動
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
医
療
費
の
増
加
を

止
め
る
に
は
、
病
気
の
予
防

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
重

要
だ
と
し
た
。

「
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
お

け
る
日
医
の
取
り
組
み
」

羽
鳥
裕
常
任
理
事
は
、「
糖

尿
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防

の
た
め
に
は
、
糖
尿
病
に
つ

い
て
国
民
や
患
者
に
正
し
く

理
解
し
て
も
ら
い
、
受
診
を

勧
奨
し
、
治
療
の
中
断
を
抑

止
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
そ
の
た
め
の

啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
こ
と
等
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
糖
尿
病
に
お
け

る
医
療
連
携
の
重
要
性
を
指

摘
し
た
。

ま
た
、
予
防
や
診
療
に
は

糖
尿
病
専
門
医
だ
け
で
な

く
、
糖
尿
病
非
専
門
医
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
か
か
り
つ
け
医
の
効
果

的
な
糖
尿
病
治
療
の
推
進
を

目
的
に
、
日
本
糖
尿
病
対
策

推
進
会
議
よ
り
『
糖
尿
病
治

療
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
を
発
行

し
て
い
る
こ
と
や
、
更
に
「
日

医
か
か
り
つ
け
医
糖
尿
病
Ｄ

Ｂ
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
」
を

構
築
す
る
た
め
、
糖
尿
病
患

者
の
症
例
登
録
を
開
始
し
た

こ
と
等
を
報
告
し
た
。

「
日
本
の
糖
尿
病
治
療
と
ケ

ア
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

三
津
家
正
之
日
本
製
薬
工

業
協
会
副
会
長
は
、
「
糖
尿

病
の
治
療
に
関
し
て
は
、
薬

剤
の
貢
献
度
は
大
き
く
満
足

度
も
高
い
が
、
糖
尿
病
合
併

症
の
治
療
に
関
し
て
は
、
新

薬
等
、
多
く
の
寄
与
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
新

た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創

出
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
領
域
だ
と
し
た
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、

日
本
医
療
研
究
開
発
機
構

（
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
や
ア
カ
デ
ミ
ア

と
製
薬
業
界
の
連
携
な
ど
、

産
学
官
の
更
な
る
連
携
強
化

が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。

更
に
、
製
薬
業
界
内
で
の

連
携
に
加
え
、
医
療
機
器
業

界
や
Ｉ
Ｔ
業
界
な
ど
の
異
業

種
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
業

界
の
枠
を
超
え
た
「Multi 

collaboration

」
型
の
連

携
も
業
界
と
し
て
推
進
し
て

い
き
た
い
と
し
た
。

「
力
を
合
わ
せ
、
日
本
の
糖

尿
病
や
そ
の
他
の
慢
性
疾
患

と
闘
う
」

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｊ
・
ユ

ー
ブ
ル
Ｐ
ｈ
Ｒ
Ｍ
Ａ
理
事
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
責
任
者
）

は
、
日
本
の
医
薬
品
開
発
へ

の
投
資
は
、
国
民
全
体
の
健

康
度
を
引
き
上
げ
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
経
済
成
長
も

牽
引
し
て
い
る
と
評
価
す
る

一
方
で
、
高
齢
化
に
よ
る
慢

性
疾
患
有
病
率
の
増
加
の
現

状
や
認
知
症
に
係
る
社
会
的

費
用
の
推
計
値
等
に
つ
い
て

解
説
し
、
危
機
感
を
示
し
た
。

ま
た
、
患
者
の
た
め
の
協

力
体
制
と
し
て
、
米
国
で
の

「
２
型
糖
尿
病
の
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
説
明

し
、「
ア
ド
ヒ
ア
ラ
ン
ス
（
患

者
が
治
療
方
針
の
決
定
に
積

極
的
に
参
加
し
、
そ
の
決
定

に
沿
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ

と
）
が
う
ま
く
い
け
ば
、
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
の
数
値
を
下
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が

分
か
っ
た
」
と
述
べ
、
そ
う

い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も
追
及

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し

た
。

討
論
会

そ
の
後
、
５
名
の
演
者
と

門
脇
孝
日
本
糖
尿
病
学
会
理

事
長
な
ど
関
連
団
体
・
協
会

等
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
討

論
会
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
、
「
早
期
に

病
気
を
見
つ
け
、
適
切
に
治

療
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
が
必

要
」
「
食
品
に
塩
分
表
示
が

な
い
こ
と
が
腎
症
発
症
に
非

常
に
関
係
し
て
い
る
現
状
が

あ
る
の
で
、
国
に
対
策
を
求

め
た
い
」
「
国
民
の
糖
尿
病

に
対
す
る
理
解
が
低
い
の

で
、
も
っ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

必
要
」
「
患
者
の
治
療
だ
け

で
な
く
、
患
者
教
育
を
重
視

す
る
必
要
が
あ
る
」
「
食
事

療
法
と
同
様
に
運
動
療
法
も

正
し
く
評
価
す
る
仕
組
み
が

必
要
」
「
食
事
・
運
動
療
法

が
十
分
に
で
き
な
く
て
も
、

血
糖
値
が
下
が
り
合
併
症
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
な
薬
を
開

発
し
て
欲
し
い
」
「
糖
尿
病

に
か
か
る
コ
ス
ト
を
考
え
、

国
は
も
っ
と
糖
尿
病
の
研
究

に
資
金
を
使
う
べ
き
」
「
患

者
に
使
い
や
す
い
薬
の
開
発

が
必
要
」「
何
が
患
者
の
障
壁

と
な
っ
て
い
る
の
か
理
解
で

き
る
よ
う
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
組
む
必
要
が
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏

が
、
「
医
療
従
事
者
、
製
薬

業
界
、
患
者
団
体
等
の
グ
ル

ー
プ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
組
み
、
よ
り
多
く
の
人
と

協
力
し
て
、
予
防
に
焦
点
を

当
て
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感

じ
た
」
と
結
ん
だ
。

　ニュースポータルサイト「日医
on-line」では定例記者会見の映
像等、さまざまな情報をご覧頂け
るようになっています。ぜひご活
用下さい。

http://www.med.or.jp/nichiionline/

→
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書
籍
紹
介

糖
尿
病
最
新
の
治
療 

２
０
１
６
─

２
０
１
８

羽
田
勝
計　

他　

編

国
連
総
会
で
２
０
０
６
年

に
糖
尿
病
の
撲
滅
に
関
す
る

決
議
が
な
さ
れ
て
以
来
、
世

界
中
で
糖
尿
病
に
関
す
る
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
世
界
の
糖
尿
病
症
例
数

は
２
０
１
３
年
に
は
３
億
８

０
０
０
万
人
を
突
破
し
、
２

０
４
０
年
に
は
６
億
４
２
０

０
万
人
に
達
す
る
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
の
高
齢
化
に

伴
い
、
糖
尿
病
症
例
も
高
齢

化
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
点

も
存
在
し
て
い
る
。

今
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に

対
し
て
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本

書
は
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
一

冊
と
言
え
る
。

そ
の
内
容
は
、
糖
尿
病
の

最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
か
ら
糖

尿
病
治
療
の
基
本
ま
で
幅
広

く
、
糖
尿
病
診
療
に
携
わ
る

全
て
の
医
療
関
係
者
を
対
象

に
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
、

非
常
に
使
い
や
す
い
。

ま
た
、
本
書
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ア
ク
セ
ス
権
付
き
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
簡
単
な
手

続
き
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
版

も
利
用
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
大
変
便
利
な
一
冊
と
な

っ
て
い
る
。

定
価　

８
６
４
０
円
（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

03
─

３
８
１
１
─

７
２
３
９

ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
・

セ
ン
タ
ー
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

生
命
維
持
治
療
と
終
末
期

ケ
ア
に
関
す
る
方
針
決
定

前
田
正
一　

監
訳

近
年
、
「
死
」
の
自
己
決

定
権
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
活

発
に
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
心
の
一
つ
が
本
書

『
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
・
セ

ン
タ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』（
原

著
第
一
版
、
１
９
８
７
）
で

あ
り
、
ク
ル
ー
ザ
ン
判
決
で

は
、
人
工
的
栄
養
・
水
分
補

給
を
拒
否
す
る
権
利
の
論
拠

の
一
つ
と
し
て
オ
コ
ー
ナ
ー

判
事
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ

た
。そ

の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
い

く
つ
か
の
州
や
カ
ナ
ダ
で
は

医
師
の
介
助
に
よ
る
自
殺

（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
消
極
的
な
安
楽
死
（
尊

厳
死
）
は
更
に
広
範
囲
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。日

本
で
も
事
前
指
示
や
代

理
決
定
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
り
つ
つ
あ
り
、
厚
生
労
働

省
や
日
医
に
よ
っ
て
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
整
備
も
進
ん
で
い

る
。２

０
１
３
年
に
出
版
さ
れ

た
増
補
改
訂
版
で
あ
る
本
書

は
、
第
一
版
が
出
て
か
ら
の

25
年
分
の
議
論
の
進
展
、
医

療
技
術
の
進
歩
、
制
度
の
変

化
に
対
応
す
る
だ
け
で
な

く
、
第
一
版
に
は
な
か
っ
た

子
ど
も
の
意
思
決
定
に
つ
い

て
の
議
論
に
も
多
く
の
ペ
ー

ジ
を
割
き
、
ま
さ
に
死
と
向

き
合
う
終
末
期
医
療
に
つ
い

て
の
議
論
の
土
台
と
な
る
資

料
で
も
あ
る
。

定
価　

４
９
６
８
円
（
税
込
）

発
行　

金
芳
堂

075
─

７
５
１
─

１
１
１
１

か
か
り
つ
け
医
の
た

め
の
認
知
症
診
療
の

実
践

本
間　

昭　

編

認
知
症
患
者
は
約
５
２
０

万
人
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
今
後
ま
す
ま
す
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
要
支
援
・
要
介
護
と
認

定
さ
れ
た
認
知
症
の
人
の
ほ

ぼ
半
数
は
在
宅
で
生
活
し
て

い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
認

知
症
診
療
は
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
抜
き
に
し
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

２
０
１
５
年
１
月
に
厚
生

労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
た

「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦

略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
」

の
中
で
は
、
認
知
症
の
容
態

に
応
じ
た
適
時
・
適
切
な
医

療
・
介
護
等
の
提
供
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
は
関
係
者
が
、
患

者
が
そ
れ
ま
で
の
生
活
を
可

能
な
限
り
維
持
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
と
い
う
共
通
の

目
標
を
持
つ
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

本
書
は
、
認
知
症
ケ
ア
に

携
わ
る
関
係
者
が
共
通
の
目

標
に
向
か
っ
て
い
く
た
め
に

必
要
な
事
柄
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
の
立
場
か
ら
分
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
「
か
か
り
つ
け
医
の

た
め
の
認
知
症
診
療
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
と
も
言
え
る
、
便
利

な
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

３
６
７
２
円	（
税
込
）

発
行　

医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル

03
─

３
２
６
５
─

７
６
８
１

入
門
・
医
療
倫
理
Ⅲ

公
衆
衛
生
倫
理

赤
林　

朗　

他　

編

わ
が
国
は
、
第
二
次
大
戦

後
、
世
界
的
に
見
て
も
驚
異

的
な
ス
ピ
ー
ド
で
公
衆
衛
生

上
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
実

績
の
あ
る
国
で
あ
る
が
、
公

衆
衛
生
に
関
わ
る
倫
理
的
な

問
題
が
体
系
的
に
研
究
さ
れ

て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
思

想
的
背
景
・
理
論
的
な
側
面

が
十
分
検
討
さ
れ
て
来
な
か

っ
た
。

近
年
で
は
新
興
・
再
興
感

染
症
の
危
険
が
高
ま
る
だ
け

で
な
く
、
バ
イ
オ
テ
ロ
リ
ズ

ム
に
よ
る
天
然
痘
や
ポ
リ
オ

の
再
発
も
懸
念
さ
れ
、
集
団

予
防
の
重
要
性
が
再
び
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
公
衆
衛
生
倫
理
学
は
、

国
際
的
な
研
究
や
医
療
問
題

を
議
論
す
る
際
の
枠
組
み
と

し
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
発
刊
さ

れ
た
本
書
は
、
英
米
圏
の
動

向
や
日
本
の
歴
史
を
参
考
に

し
つ
つ
、
公
衆
衛
生
活
動
や

政
策
が
固
有
に
持
つ
倫
理

的
・
思
想
的
諸
問
題
を
明
確

に
し
、
日
本
に
お
け
る
公
衆

衛
生
倫
理
学
の
一
つ
の
教
科

書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
非
常
に
役
立
つ

書
と
言
え
る
。

定
価　

３
４
５
６
円
（
税
込
）

発
行　

勁
草
書
房

03
─

３
８
１
４
─

６
８
６
１

締切
迫る
！ 第18回 生命を見つめる

            フォトコンテスト

い の ち

締切：2016年11月11日（金）必着
　レンズを通して「生命」を感じた作品をぜひご応募下さい
（詳細は日医ホームページ参照）。
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M
y H
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y W
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本
橋
　
和
夫

13
年
程
前
に
開
業
し
た
時

の
体
重
が
73
キ
ロ
く
ら
い
だ

っ
た
。
５
～
６
年
前
ま
で
は
、

大
し
た
運
動
を
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
不
摂
生
が
た
た
っ

て
体
重
が
８
～
９
キ
ロ
増
加

し
た
。
か
な
り
貫
録
の
あ
る

お
腹
に
な
り
、
対
策
を
講
じ

る
こ
と
に
し
た
。
食
べ
る
の

は
基
本
的
に
好
き
な
の
で
、

ま
ず
は
食
事
制
限
は
大
し
た

こ
と
は
せ
ず
に
、
運
動
を
メ

イ
ン
に
頑
張
っ
て
み
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
週
２
回
程
度

の
練
習
と
、
月
に
１
～
２
回

の
日
曜
日
の
試
合
を
こ
な
し

つ
つ
、
練
習
の
無
い
日
は
夜

10
時
頃
か
ら
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
に
行
き
、
筋
ト
レ
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
。

少
し
ず
つ
だ
が
体
重
は
減
少

し
て
い
き
、
５
年
程
か
け
て

開
業
前
と
ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い

に
な
っ
た
。
た
だ
、
そ
こ
か

ら
な
か
な
か
減
ら
な
い
。
運

動
の
み
で
は
体
重
は
減
ら
せ

な
い
と
や
っ
と
気
付
き
、
仕

方
な
く
食
生
活
の
改
善
に
着

手
す
る
こ
と
に
し
た
。

１
冊
の
本
に
出
会
っ
た
。

題
名
は
『
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
運

動
１
割
、
食
事
９
割
』
で
あ

る
。
基
礎
代
謝
の
40
パ
ー
セ

ン
ト
が
筋
肉
と
言
わ
れ
て
い

た
が
、
実
は
18
パ
ー
セ
ン
ト

で
、
残
り
は
内
臓
に
よ
る
代

謝
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
筋

肉
を
い
く
ら
付
け
て
も
基
礎

代
謝
は
大
し
て
上
が
ら
な

い
、
筋
肉
は
程
よ
く
あ
れ
ば

十
分
み
た
い
で
あ
る
。
毎
日

頑
張
っ
て
運
動
す
る
よ
り
、

食
事
に
気
を
使
っ
て
、
内
臓

を
元
気
に
し
た
方
が
良
さ
そ

う
で
あ
る
。
運
動
は
サ
ッ
カ

ー
だ
け
で
十
分
の
よ
う
な
気

が
す
る
。
夜
遅
く
に
わ
ざ
わ

ざ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に

行
く
必
要
性
は
無
さ
そ
う
な

の
で
、
退
会
し
た
。

Ｇ
Ｉ
値
、
加
工
食
品
、
ト

ラ
ン
ス
脂
肪
酸
、
飽
和
脂
肪

酸
、
不
飽
和
脂
肪
酸
の
話
な

ど
踏
ま
え
て
何
を
食
べ
た
ら

良
い
の
か
、
書
か
れ
て
い
た
。

原
型
が
分
か
る
食
べ
物
、
調

理
さ
れ
て
い
な
い
生
の
も
の

が
良
い
、
栄
養
価
の
高
い
食

べ
物
を
少
量
食
べ
れ
ば
長
生

き
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
パ
ン
や
麺
類
よ
り
米
（
理

想
は
玄
米
）
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
、

お
菓
子
類
、
清
涼
飲
料
水
は

当
然
良
く
な
い
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
お
菓

子
を
買
っ
て
く
る
。
妻
が
知

人
か
ら
も
ら
っ
た
と
言
っ
て

ド
ー
ナ
ツ
を
持
っ
て
帰
っ
て

く
る
。
妻
は
、
週
１
回
パ
ン

教
室
に
通
っ
て
い
る
の
で
、

当
然
パ
ン
を
持
っ
て
帰
っ
て

く
る
。
お
中
元
に
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
届
い
た
り
す
る
。

数
々
の
誘
惑
に
負
け
て
、
少

し
は
食
べ
て
し
ま
う
。

私
の
場
合
、
そ
れ
以
上
に

炭
水
化
物
の
摂
取
量
が
多
い

と
考
え
、
何
と
か
減
ら
そ
う

と
考
え
た
。

朝
ご
は
ん
は
、
そ
の
日
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
大
切
だ

と
皆
さ
ん
思
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で

あ
る
。
私
の
息
子
と
娘
は
、

朝
ご
は
ん
は
基
本
的
に
食
べ

て
い
な
い
。
大
豆
プ
ロ
テ
イ

ン
と
プ
ル
ー
ン
の
シ
ェ
イ
ク

の
み
で
あ
る
。
し
か
し
慣
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
せ
い
か
お

腹
は
空
か
な
い
そ
う
だ
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
が
、
午

前
中
は
体
に
と
っ
て
排
泄
の

時
間
で
あ
り
、
夕
食
後
16
～

18
時
間
は
食
事
を
摂
ら
ず
に

内
臓
を
休
ま
せ
た
方
が
良

い
、
血
糖
値
が
下
が
っ
て
も

脂
肪
を
分
解
し
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
す
る
の
で
、
空
腹
感
は

出
な
い
そ
う
で
あ
る
。

子
ど
も
達
の
言
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で

は
な
さ
そ
う
だ
。

朝
だ
け
炭
水
化
物
を
抜
い

て
、
昼
と
夜
は
炭
水
化
物
を

食
べ
て
も
良
い
け
れ
ど
、
食

べ
る
順
番
を
考
え
（
野
菜
が

一
番
で
炭
水
化
物
は
最
後
）
、

脂
肪
分
を
出
来
る
範
囲
で
控

え
て
み
た
。

効
果
は
２
～
３
週
間
で
表

れ
始
め
、
体
重
が
２
～
３
キ

ロ
減
少
し
た
。
炭
水
化
物
を

全
く
摂
取
し
な
け
れ
ば
、
も

っ
と
体
重
は
減
る
と
思
う

が
、
頭
が
１
日
中
ボ
ー
っ
と

し
て
ダ
メ
ら
し
い
。
継
続
が

大
事
だ
と
思
う
の
で
、
炭
水

化
物
抜
き
は
厳
し
そ
う
で
あ

る
。
無
理
し
な
い
よ
う
に
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
目
標
は

大
学
生
の
頃
の
体
重
だ
！

	

（
一
部
省
略
）

開
業
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ

と
が
２
つ
あ
る
。

１
つ
は
、
大
型
犬
３
匹
と

の
生
活
で
あ
り
、
今
回
は
も

う
１
つ
の
こ
と
に
関
し
て
述

べ
る
。

最
初
の
き
っ
か
け
は
、
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
絵
を
飾
る
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。
季
節
ご
と

に
替
え
る
た
め
に
、
主
に
花

（
薔
薇
、
コ
ス
モ
ス
、
桜
、

ひ
ま
わ
り
な
ど
）
の
洋
画
を

集
め
た
。
同
時
に
、
季
節
感

の
あ
る
風
景
画
（
山
、
高
原
、

海
、
湖
、
河
川
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
街
角
）
も
集
め
た
。

原
則
、
日
本
人
の
現
存
す

る
画
家
の
作
品
を
買
う
こ
と

に
し
た
。
私
が
買
う
こ
と
に

よ
り
、
少
し
で
も
画
家
の
励

み
に
な
っ
て
欲
し
い
気
持
ち

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
以
前

は
出
張
す
る
ご
と
に
、
画
廊

や
百
貨
店
で
買
い
求
め
た

が
、
売
れ
る
画
家
の
作
品
ば

か
り
で
あ
り
、
取
り
扱
う
画

家
も
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に

気
付
き
、
美
術
年
鑑
や
美
術

市
場
な
ど
の
本
を
参
考
に
し

て
、
直
接
、
画
家
に
依
頼
し

た
り
、
ネ
ッ
ト
で
買
っ
た
り

す
る
こ
と
が
最
近
で
は
多

い
。
ま
た
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ

ー
ン
、
リ
ト
グ
ラ
フ
を
買
う

こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

最
近
ま
で
、
人
物
画
に
は

ほ
と
ん
ど
手
を
出
し
て
い
な

か
っ
た
。
万
人
受
け
せ
ず
、

好
み
が
分
か
れ
る
の
で
、
飾

れ
な
い
と
判
断
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
九

州
出
身
の
著
名
な
画
家
（
織

田
広
喜
、
工
藤
和
男
、
日
高

康
志
な
ど
）
は
、
細
々
と
集

め
て
い
た
。

昨
年
11
月
、
福
岡
に
出
張

し
た
折
、
干
支
の
置
物
を
求

め
て
三
越
に
行
っ
た
。
偶
然

に
、
長
崎
出
身
の
新
鋭
画
家

で
あ
る
柏
本
龍
太
の
作
品
に

出
会
い
、ひ
と
め
ぼ
れ
し
た
。

女
性
を
描
い
て
い
る
が
、
清

潔
感
が
あ
り
、
日
常
の
一
瞬

を
表
現
し
て
い
る
。
は
ま
り

そ
う
で
あ
る
。

非
現
実
的
な
願
望
（
家
内

に
笑
わ
れ
る
）
で
あ
る
が
、

元
気
な
う
ち
に
引
退
し
、
森

に
別
荘
を
建
て
、
多
頭
の
ア

イ
リ
ッ
シ
ュ
ウ
ル
フ
ハ
ウ
ン

ド
を
外
で
放
し
飼
い
し
、
絵

画
に
囲
ま
れ
、
時
の
経
過
を

気
に
せ
ず
暮
ら
す
夢
が
あ

る
。

ワ
イ
ン
を
飲
む
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
86
年
に
結
婚
し

新
婚
旅
行
で
飲
ん
だ
ワ
イ
ン

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
の
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
」
と

い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
せ
っ

か
く
だ
か
ら
ワ
イ
ン
で
も
頼

も
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

66
年
産
の
シ
ャ
ト
ー
・
パ
ル

メ
を
注
文
し
た
。

注
文
を
受
け
た
老
人
の
ソ

ム
リ
エ
が
低
い
声
で
「good

」

と
つ
ぶ
や
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
が
、
そ
の
意
味
は
ワ

イ
ン
を
開
け
た
時
に
分
か
っ

た
。
高
名
な
ワ
イ
ン
評
論
家

の
表
現
を
借
り
る
と
、
こ
の

ワ
イ
ン
は
61
年
以
降
で
も
最

高
の
ワ
イ
ン
の
一
つ
で
、「
プ

ラ
ム
や
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
の

よ
う
な
果
実
の
香
り
や
、
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ス
パ
イ
ス
、

甘
草
、
そ
れ
に
ト
リ
ュ
フ
の

よ
う
な
香
り
が
ほ
の
か
に
立

つ
。
ミ
デ
ィ
ア
ム
ボ
デ
ィ
で

ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
豊
か
さ

と
な
め
ら
か
さ
を
持
ち
、
フ

ィ
ニ
ッ
シ
ュ
は
長
く
、
熟
し

た
、
み
ず
み
ず
し
い
味
わ
い
」

だ
そ
う
だ
。
「
え
、
ワ
イ
ン

て
こ
ん
な
に
お
い
し
い
ん

だ
！

」
と
感
じ
た
衝
撃
の
瞬

間
だ
っ
た
。

日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
は
、

い
い
ワ
イ
ン
が
飲
み
た
く
て

東
京
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
に

通
う
こ
と
に
し
た
。
最
終
的

に
通
い
続
け
た
の
は
日
比
谷

の
、
常
時
レ
ス
ト
ラ
ン
内
に

５
千
本
、
別
の
セ
ラ
ー
に
は

３
万
本
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る

と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ

る
。
幸
い
に
も
祭
日
営
業
を

し
て
い
た
の
で
、
ラ
ン
チ
を

食
べ
て
い
い
ワ
イ
ン
を
飲
ん

で
帰
っ
て
く
る
と
い
う
の
が

祭
日
の
日
課
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
い
い
ワ
イ
ン
に

出
会
っ
た
。
83
・
85
年
の
ル

ソ
ー
の
シ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ン
や

デ
ュ
ジ
ャ
ッ
ク
の
ク
ロ
・

ド
・
ラ
・
ロ
ッ
シ
ュ
、
83
年

の
ル
・
パ
ン
、
28
年
の
コ
ス
・

デ
ス
テ
ュ
ル
ネ
ル
な
ど
が
思

い
出
深
い
ワ
イ
ン
だ
。
こ
の

後
は
自
分
で
も
ワ
イ
ン
が
調

達
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
55

年
の
ラ
ト
ゥ
ー
ル
や
ペ
ト
リ

ュ
ス
、
59
年
の
ラ
フ
ィ
ッ
ト
、

66
年
の
ラ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

オ
ー
・
ブ
リ
オ
ン
、
78
・
79

年
の
ラ
・
タ
ー
シ
ュ
、
85
年

の
リ
シ
ュ
ブ
ー
ル
、
92
・
93

年
の
ク
ロ
・
パ
ラ
ン
ト
ゥ
な

ど
が
、
い
い
時
代
の
思
い
出

で
あ
る
。

最
近
は
イ
タ
リ
ア
を
始
め

各
国
の
ワ
イ
ン
が
話
題
に
な

る
が
、
も
う
年
の
た
め
か
新

し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い

の
で
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
で
通

し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ

ン
は
や
は
り
古
酒
が
お
い
し

い
。
若
い
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の

赤
ワ
イ
ン
は
酸
が
強
く
色
が

薄
い
た
め
、
薄
い
ワ
イ
ン
に

感
じ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
古
酒

を
飲
む
と
、
幾
層
に
も
重
な

っ
た
複
雑
で
力
強
い
香
り
が

頭
の
上
ま
で
広
が
っ
て
い
く

の
を
感
じ
る
。
こ
の
香
り
に

強
い
果
実
味
と
酸
が
加
わ
る

た
め
、
血
の
香
り
の
強
い
ジ

ビ
エ
（
真
鴨
、
ハ
ト
、
雉き

じ

、

も
し
手
に
入
れ
ば
ベ
カ
ス
が

最
高
！

）
と
の
相
性
は
抜
群

で
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
古
酒

は
至
福
の
時
間
が
得
ら
れ
る

ワ
イ
ン
の
王
様
で
あ
る
。

ボ
ル
ド
ー
は
若
い
う
ち
は

タ
ン
ニ
ン
が
強
く
て
飲
み
に

く
い
印
象
が
あ
る
。
け
れ
ど

メ
ド
ッ
ク
と
い
わ
れ
る
地
区

の
一
級
の
ワ
イ
ン
の
古
酒

は
、
抜
栓
し
て
か
ら
ワ
イ
ン

が
正
体
を
現
す
ま
で
少
し
時

間
が
必
要
だ
が
、
現
れ
た
ワ

イ
ン
は
非
常
に
滑
ら
か
で

神
々
し
い
ま
で
の
華
や
か
さ

が
あ
る
。
特
に
ラ
フ
ィ
ッ
ト

は
貴
婦
人
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
ほ
ど
の
華
や
か
さ
が
あ

り
、
ま
さ
に
ワ
イ
ン
の
女
王

で
あ
る
。
た
だ
、
ボ
ル
ド
ー

が
長
く
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ
っ

た
た
め
か
、
ボ
ル
ド
ー
ワ
イ

ン
は
料
理
と
の
相
性
を
気
に

し
な
い
孤
高
の
ワ
イ
ン
で
、

秋
の
夜
長
に
じ
っ
く
り
と
飲

む
の
が
一
番
で
は
な
い
か
と

思
う
。

還
暦
に
な
っ
た
の
で
、
古

酒
を
目
指
す
高
級
ワ
イ
ン

は
、
ボ
ル
ド
ー
は
２
０
０
５

年
ま
で
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
は

２
０
１
０
年
ま
で
で
買
い
納

め
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
け

れ
ど
２
０
０
５
年
の
ボ
ル
ド

ー
が
古
酒
に
な
る
ま
で
、
自

分
の
寿
命
は
持
た
な
い
気
が

す
る
。
ち
な
み
に
、
88
年
と

99
年
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
89

年
の
ボ
ル
ド
ー
は
１
０
０
年

持
ち
そ
う
な
の
で
、
死
ぬ
前

に
飲
む
ワ
イ
ン
と
決
め
て
保

存
し
て
い
る
。	（
一
部
省
略
）
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子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム　
in　
鹿
児
島

 

～
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に
～

第
４
回　

医
師
主
導
に
よ
る

 

医
療
機
器
開
発
の
た
め
の

ニ
ー
ズ
創
出
・
事
業
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー

平
成
28
年
度

日
本
医
師
会
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

◆
主
催
（
共
催
）
：
日
医
、

公
益
財
団
法
人
Ｓ
Ｂ
Ｉ
子
ど

も
希
望
財
団
、
鹿
児
島
県
医

師
会

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
他

◆
日
時
：
11
月
27
日
（
日
）

午
後
１
時
～
４
時

◆
会
場
：
鹿
児
島
県
医
師
会

館
（
〒
890
─
０
０
５
３　

鹿

児
島
県
鹿
児
島
市
中
央
町
８

番
地
１
）

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
日
医
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.med. 

or.jp/people/info/

seminar/003323.html
）

か
ら
所
定
の
申
込
書
を
入
手

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り

鹿
児
島
県
医
師
会
宛
て
に
申

し
込
み
願
い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
11
月
18
日

（
金
）
。
た
だ
し
、
定
員
（
３

０
０
名
）
に
な
り
次
第
締
め

切
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

①
あ
い
さ
つ　

横
倉
義
武
会

長
、
池
田

琢

琢
哉
鹿
児
島
県
医

師
会
長

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・「
取
り
組
も
う
！
　

医
療
・

保
健
・
福
祉
に
よ
る
効
果
的

な
虐
待
予
防
～
妊
娠
期
か
ら

の
切
れ
目
な
い
支
援
を
目
指

し
て
～
」
（
井
上
登
生
井
上

小
児
科
医
院
長
／
日
本
小
児

精
神
神
経
学
会
代
議
員
）

・
「
今
日
の
子
ど
も
家
庭
と

社
会
的
養
護
の
現
状
・
課

題
」
（
加
賀
美
尤
祥
山
梨
立

正
光
生
園
理
事
長
／
山
梨
県

立
大
学
人
間
福
祉
学
部
特
任

教
授
）

・
「
子
ど
も
の
脳
を
守
る
─

睡
眠
不
足
と
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー

ム
・
ス
マ
ホ
使
用
の
現
状
と

問
題
点
─
」
（
増
田
彰
則
増

田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

・
「
未
来
を
担
う
子
ど
も
達

の
た
め
に
─
小
児
科
医
の
立

場
か
ら
─
」
（
池
田
鹿
児
島

県
医
師
会
長
）

③
作
文
発
表
「
家
族
の
た
め

が
ん
ば
る
」（
鹿
児
島
市
立
宇

宿
小
学
校
６
年　

横
井
里
恵
）

④
討
議

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
鹿
児
島
県
医
師
会
〔
〒

890
─
０
０
５
３　

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
中
央
町
８
番
地
１　

099
─

２
５
４
─

８
１
２
１

（
直
）
、

099
─

２
５
４
─

８
１

２
９
〕

※
当
日
は
会
場
内
に
託
児
所

を
無
料
で
設
置
す
る
予
定

（
定
員
10
名
）。
利
用
希
望
者

は
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
11

月
11
日
（
金
）
ま
で
に
申
し

込
み
頂
き
た
い
。

◆
テ
ー
マ
：
日
医
Ｉ
Ｔ
化
宣

言
２
０
１
６
～
さ
ら
な
る
医

療
Ｉ
Ｔ
基
盤
を
つ
く
る
～

◆
日
時
：
平
成
29
年
２
月
11

日
（
土
）
午
後
１
時
～
、
12

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
原
則
、
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

www.med.or.jp/japanese/

members/info/sys/2016/

か
ら
申
し
込
み
願
い
た
い
。

た
だ
し
、
日
医
会
員
に
限

っ
て
は
、
①
氏
名
②
カ
ナ
氏

名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
所

属
医
師
会
名
⑥
役
職
名
⑦
医

籍
番
号
⑧
懇
親
会
参
加
の
有

無
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

よ
る
申
し
込
み
が
可
能
に
な

っ
て
い
る
。

◆
申
込
締
切
：
12
月
18
日
（
日
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

〈
11
日
〉

Ⅰ
．
日
医
Ｉ
Ｔ
戦
略
セ
ッ
シ

ョ
ン

Ⅱ
．
事
例
報
告
セ
ッ
シ
ョ
ン

【
日
医
認
証
局
・
日
レ
セ
を

利
用
し
た
事
例
】

【
地
域
で
の
取
り
組
み
】

〈
12
日
〉

Ⅲ
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療

等
分
野
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
想
に
つ
い
て
」

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
情

報
シ
ス
テ
ム
課
〔

03
─

３

◆
主
催
：
日
医
、
経
済
産
業

省
関
東
経
済
産
業
局

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
他

◆
日
時
：
11
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時
55
分

◆
会
場
：
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸

◆
参
加
者
：
医
師
、
大
学
・

研
究
機
関
、
製
販
企
業
、
も

の
づ
く
り
企
業
、
行
政
・
支

援
機
関
の
方

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
参
加
希
望
者

は
、
「
日
本
医
師
会
医
療
機

器
開
発
支
援
窓
口
」
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
（http://jmamdc.

med.or.jp/

）
か
ら
申
し
込

み
願
い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
定
員
（
２
０

０
名
）
に
な
り
次
第
締
め
切

る
。

◆
主
な
講
習
内
容
：

・
事
業
説
明
①
「
医
師
主
導

に
よ
る
医
療
機
器
開
発
・
事

業
化
支
援
業
務
」
に
つ
い
て

（
羽
鳥
裕
日
医
常
任
理
事
）

・
事
業
説
明
②
「
医
療
機
器

産
業
振
興
に
係
る
地
域
経
済

産
業
局
の
取
組
」
に
つ
い
て

（
門
田
靖
経
産
省
関
東
経
済

産
業
局
次
世
代
産
業
課
長
）

・
事
業
説
明
③
「
神
戸
市
医

療
産
業
都
市
の
取
り
組
み

（
仮
）
」
（
三
重
野
雅
文
神
戸

市
医
療
・
新
産
業
本
部
医
療

産
業
都
市
部
長
）

・
講
演
①
「
医
療
機
器
開
発

の
概
論
と
医
師
主
導
に
よ
る

開
発
事
業
化
の
ポ
イ
ン
ト
」

（
内
田
毅
彦
日
本
医
療
機
器

開
発
機
構
代
表
）

・
講
演
②
「
未
定
」
（
後
藤

章
暢
兵
庫
医
科
大
先
端
医
学

研
究
所
細
胞
・
遺
伝
子
治
療

部
門
部
門
長
教
授
）

・
講
演
③
「
未
定
」

・
開
発
事
例
紹
介
（
３
件
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
医
療
現
場
か
ら
の
ア
イ

デ
ア
発
掘
の
必
要
性
と
開
発
・

事
業
化
支
援
の
あ
り
方
」

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
総
研
〔
〒
113
─
８

６
２
１　

東
京
都
文
京
区
本

駒
込
２
─
28
─
16　

03
─

３
９
４
６
─

２
１
２
１　

supportdesk@jmamdc.

med.or.jp

〕

※
な
お
、
当
日
、
併
設
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
そ
の
場
で

ア
イ
デ
ア
登
録
や
今
後
の
セ

ミ
ナ
ー
開
催
情
報
を
受
け
取

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
「
医

療
機
器
開
発
に
役
立
つ
展
示

ブ
ー
ス
」
を
設
置
す
る
他
、

ア
イ
デ
ア
を
有
す
る
先
生
向

け
の
個
別
の
案
件
相
談
（
要

事
前
申
し
込
み
）
や
医
療
機

器
開
発
に
係
る
情
報
交
換
会

（
要
事
前
申
し
込
み
）
も
開
催

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
頂
き
た
い
。

日医医学図書館 利用案内
　医学図書館は、日医ホームページ（http://www.med.or.jp）
の会員専用コーナー（メンバーズルーム）を通じて、ご自宅
や勤務先などからご利用頂くことができます。
1. 各サービスのお申し込み

　メンバーズルームの画面から、複写、調査、貸出を申し
込むことができます。複写物や調査の結果は郵便で、貸出
する本は宅急便でお届けします。国内や海外の図書館から
も複写をお取り寄せできます。受付から3 ～ 7日程度で発
送します。お急ぎの場合はご相談下さい。
料金：
コピー B5＠10円　A4・B4＠20円　A3＠40円　＋送料
*カラーコピー B5・A4・B4＠50円　A3＠80円
他の図書館から取り寄せた場合は、実費料金＋依頼料＋送料

2. 所蔵資料検索
　雑誌、本、統計・白書などの所蔵状況を検索できます。
所蔵していない資料は、他の図書館から複写などをお取り
寄せできます。

3. 新着資料の案内
　毎月、到着した国内雑誌の特集テーマや国内外の本をご
案内しています。

郵便、FAXによるお申し込みも承っています。
詳しくは、日本医師会医学図書館（〒113-8621 東京都文京区本
駒込2-28-16　TEL03-3942-6492（直） FAX03-3942-6495
mail：jmalib@po.med.or.jp）まで。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
確
認
を

本
年
１
～
11
月
の
初
め
に

掛
金
を
納
付
さ
れ
た
加
入
員

に
は
、
10
月
下
旬
に
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
を
送
付
し

た
の
で
、
確
認
を
お
願
い
し

た
い
。

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、
忘
れ
ず
に
利
用
し
て
頂

き
た
い
。

ま
た
、
証
明
書
に
は
納
付

状
況
や
受
け
取
り
予
定
年
金

額
も
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
併
せ
て
確
認
を
お
願
い

し
た
い
。

な
お
、
初
回
の
掛
金
引
き

落
と
し
が
12
月
の
加
入
員
及

び
特
定
加
入
員
に
は
、後
日
、

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

送
付
す
る
の
で
、
し
ば
ら
く

お
待
ち
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

ニ チ イ リ ブ

「日医Lib」電子書籍
アプリ

配信
コンテンツ
拡大中！

　電子書籍配信サービス「日医Lib（日本医師会e-Library）」で
は、都道府県医師会報の配信も始まりました。
　ＰＣ用・スマホ用アプリのダウンロードやユーザー登録の方法
など、本サービスの詳細は日医Libポータルサイト（http://
jmalib.med.or.jpまたは“日医Lib”で検索）をご参照下さい。

９
４
２
─

６
１
３
５
（
直
）、

03
─

３
９
４
２
─

７
０
３
６

（
直
）〕

※
協
議
会
で
は
、
医
師
資
格

証
を
用
い
て
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
、
医
師
資
格
証
を
お

持
ち
の
先
生
は
、
ご
持
参
下

さ
い
。

※
１
階
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
医

師
資
格
証
の
案
内
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
す
る
他
、
電
子
署
名

コ
ン
テ
ン
ツ
や
か
か
り
つ
け

医
糖
尿
病
臨
床
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
（
２
日
目
は
午
後
３
時
ま

で
閲
覧
可
）。
ぜ
ひ
ご
活
用

頂
き
た
い
。
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